
事業委員会報告 

 

1.チャリティー事業（普及宣伝事業）                予算 60,000 

ボウリングの日の 6月 22日を中心としたチャリティー募金事業 

※チャリティー啓発ポスターを作成 

募金方法 ・チャリティーボウリング大会の任意実施 

    参加費 2,000円(3G)の内 100円を協会にて徴収し募金とした 

  リモート大会方式で賞を設定 

※募金先：ピンクリボン札幌・スペシャルオリンピックスを予定 

  

ポスター製作費   20,246円 

 大会景品・送料ほか 27,548円                            決算 47,794   

 

 チャリティーボウリングの任意実施と募金集約報告 

 令和４年チャリティーボウリング実施センター 14センター 参加者 310名   

ボウリング参加者による募金             31,000円 

 ４年度通常チャリティー募金として          41,843円 

 ３年度通常チャリティー募金預り金として       33,111円 合計 105,594円 

 ※上記募金額 105,594円より令和 5年 2月 22日にスペシャルオリンピックスを訪問し 50,000円を贈呈 

  55,594円を預り金処理している 

 

2.ボウリング招待券プレゼント（会員向け事業）            予算 450,000 

 ① (7月予定)ぶんぶんクラブ招待券プレゼントキャンペーン       

   実施 6月 8日北海道新聞朝刊全道版にて告知 

   150名様にボウリング招待券 3枚をプレゼント      予算 189,000 

北場協無料招待券支払い(当選招待券の郵送費含む)       ① 決算 100,800 

 

 ② (9月)日刊スポーツ新聞                                  

    取組無し   30組×3G                                      37,500 

 

③ (11月予定)ボウリング招待券プレゼントキャンペーン      150,000 

(加盟センターキャンペーン)    21センター×5組×3G        132,300  

        ⇓              特別抽選賞 5000円×5組     25,000 

        ⇓          告知ポスター            35,000 

  実施 新春ボウリングキャンペーン 

  開催 令和 5年 1月 1日～1月 25日 任意取組 

  ポスター製作 20,794円 

  ポスター送料 17,734円 

  キャンペーン応募用紙を送り、センターにて印字 

  実施センター 17センター   応募枚数 1807枚  

事業委員長による抽選の結果 抽選賞    42本      招待券 126枚 52,920 

センター当選 51本      招待券 153枚 64,260 

商品券当選   5本                  25,000 

  決算(使用期限前商品券・招待券未払分を含む)180,708円 

                 年度内処理 ポスター製作・送料        38,528 
                       招待券・商品券支払い          16,920  

                       未払金                         125,260 

③決 算              180,708 

予  算            450,000                     

決  算   ① + ③ の合計  281,508 
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3.北海道新聞広告掲載（普及宣伝事業）           予算 600,000 

・北海道新聞社 広告（２回掲載）              500,000 

予定 7月： 夏休みはボウリング場に行こう （フリータイム）半 5段   220,000 

予定 12月： 笑顔と元気プロジェクト     （フリータイム）半 3段   130,000 

実施 12月 : BOWLING LOVE!ボウリング場が楽しい           半 5段  203,500 

実施  3月 : となりのおじいちゃんはボウリングで健康づくり 半 5段    203,500 

               決算 407,000 

 

・日刊スポーツ新聞社                             100,000 

      12月 日刊スポーツ新聞への掲載          予算  100,000 

                                決算    55,000 

２社合計予算         600,000 

２社合計決算         462,000 

 

4.フリータイムの開催（普及宣伝事業）           予算 300,000 

・実行委員会を発足の上で・・・実行委員会 6月上旬発足予定 
  フリータイム実行委員会 事業委員長 富田 俊輔  釧路パレスボウル        石田健太郎 

                                  高砂台ボウリングクラブ     吉川和良 

                           ㈱GENDA GIGO Entertainment 佐久間 信也 

                                  綜合レジャーサンコーボウル   荒木浩一 

                           千歳フジボウル         青山洋輔 

                           オリエンタルボウル       中田善仁 

                           ディノスボウル室蘭       小林雄太 

                           釧路パレスボウル        小山内章悟 

                           X-BOWL釧路店         櫻井和宏 

7月～ ：ジュニアフリータイム 

期 間 : ７月２３日(土) ～ ８月２１日(日)       予算 150,000 

参 加 : 幼児～高校生迄 

参加費 : ボウリング２G以上の利用を対象(ゲーム料金は各センターの任意)  

ルール : 連続 2Ｇの投球を登録 

HDCP  : 男子   高校生  0ピン  小 4～小 6 10ピン   小 3以下 20ピン 

     女子   高校生  10ピン   小 4～小 6  20ピン    小 3以下 30ピン 

表 彰 : ①全道表彰 1位～5位(賞状、マックバリューセット) 

      10位飛び賞、H/G賞、B/Bメーカー 

支  出 ジュニアフリータイムポスター製作 23,968 

 ジュニアフリータイムポスター送料 8,520 

 マクドナルドバリュー券購入  100,770 

 簡易書留送料  6,704 

 マクドナルドハウス訪問交通費 5,970 

 振込手数料   770 

支 払 い 合 計 146,702 

参加センター   １９センター 

参加総数     ２０２７名  

     

                             決算 146,702 

 

10月予定～：笑顔と元気プロジェクト                  予算 150,000    

※告知ポスターに関わる費用（収支はプライズで行う） 

マクドナルドチャリティーフリータイム 

 期  間 : １１月１日～１１月３０日 

 参加費 :       1名 ３００円 

 チャリティー募金  1名  ５０円(加盟センターによるチャリティー金)事前アンケート調査実施 
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 参加センター  １９センター 

 参加総数    ２０２９名 

 マクドナルドフリータイム参加状況・チャリティー状況報告 

支部 センター名 参加人数 請求額 マクドナルド社 北場協 募金箱 

道央 サッポロオリンピアボウル 341 119,350 85,250 34,100 566 

 千歳フジボウル 217 75,950 54,250 21,700 5,043 

 厚別パークボウル 288 100,800 72,000 28,800 1,775 

 綜合レジャーサンコーボウル 125 43,750 31,250 12,500 501 

 ディノスボウル札幌手稲 66 23,100 16,500 6,600 1,254 

 ベガ札幌白石ボウル 18 6,300 4,500 1,800  

道南 ボウルサンシャイン函館 15 5,250 3,750 1,500  

 苫小牧中央ボウル 17 5,950 4,250 1,700  

 ディノスボウル苫小牧 30 10,500 7,500 3,000 1,256 

 ディスボウル室蘭 34 11,900 8,500 3,400 676 

道北 オリエンタルボウル 231 80,850 57,750 23,100 4,684 

 名寄朝日ボウル 41 14,350 10,250 4,100  

 遊ランド 富良野店 6 2,100 1,500 600 308 

 高砂台ボウリングクラブ 285 99,750 71,250 28,500 3,742 

道東 釧路パレスボウル 158 55,300 39,500 15,800 24,345 

 X-BOWL釧路店 73 25,550 18,250 7,300 2,560 

 帯広スズランボウル 11 3,850 2,750 1,100 4,265 

 パシフィックボウル 71 24,850 17,750 7,100 1,650 

 ディノスボウル帯広 2 700 500 200  

 合計 2029 710,150 507,250 202,900 52,625 

    マクドナルド社 協会賞品

購   入 

マクドナルド募金

箱への募金額→

フリータイム終了

後募金箱は返却 

                                                      ①       ②           ③ 

マクドナルドチャリティー      2029 名×@250=507,250 

マクドナルド募金箱募金額   507,250＋52,625=559,875  ①+③ 

北場協景品の準備        2029×@100=202,900      ②+131,597=334,497(景品・送料含む) 

北場協負担金                      131,597             予算 150,000 

                                                 決算 131,597 

 

                                  フリータイム２回の予算 300,000 

                       フリータイム２回の決算 278,299 
 

6.ジュニア育成事業 （普及宣伝事業）                           予算 600,000 

次世代の北海道のボウリング業界を担う未来のボウラー達を発掘育成するため トッププロを誘致し

て情熱的な指導と画期的なカリキュラムによる練習を開催する。 
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『１年で最も充実した１日』と言ってもらえるような企画を目指す 

「未来のかけはし」北海道ボウリングアカデミー2022(ジュニア育成プロジェクト) 

  7/23 (土) 会場 厚別パークボウル(９時~１８時予定) 

  実行委員会発足の上実施・・・実行委員会５月下旬発足 

    ・プロ誘致にかかる費用 (￥391,000) プロギャラ・交通費ほか 

    ・開催にかかる諸費用  (￥209,000) 役員交通費・会場センター使用料 

  ※講師として誘致するプロ 川添翔太 P・永野すばる P・姫路麗P・本間由佳梨 P 

  ※参加者からは参加費を 3,000 円徴収 

 ジュニア育成事業収支報告 

 

  

 

 

 

 

 

収入       ジュニア参加費    44 名 3,000 132,000 北場協負担額 

支出      プロ航空券・宿泊  186,698   

             プロギャラ  201,000   

       ポスター製作・送料  25,800   

協会役員旅費交通費  86,550   

会場使用料  50,000   

T シャツ製作            7,920   

機材レンタル  26,080   

打ち下ろし  33,198   

送料・手数料  715   

参加賞  10,893   

合      計  628,854 132,000 496,854 

 

                                予算 600,000 

                                決算 496,854 

 

7.Do League 2022 (普及宣伝事業)                予算 1,700,000 

 Do League2022withBOWLSTAR 

  10/23 会場 厚別パークボウル 

 ・実行委員会発足の上実施・・・２０２１年発足の実行委員会メンバー∔α 

 ・事前告知イベント(加盟センター内プロチャレンジ等を行う) 

 ・当日イベント①(ゲストプロによりスペシャルマッチ)  ※プロのみ参加 

 ・当日イベント②(アマチュア女子とのスペシャルマッチ) ※女性ボウラーvs ゲストプロ 

  ・当日イベント③(ゲストプロとファンによる交流大会)  ※男女混合ファン感謝祭 

  Do League 実行委員会 事業委員長 富田 俊輔 会   長  黒田信幸     

                                  競技委員長  石田健太郎 

                                  事業担当理事 吉川和良 

                                  事業担当理事 佐久間信也 

                                  道央支部   土生 毅 

 Do League2022NextGame with BOWLSTAR 大会オリジナルグッズ斡旋販売をした。申込先は北場協事務局 

8.その他 ボウリング場協会イメージポスター制作          予算 40,000 

 ① イメージポスター制作費 20,246円              決算 20,246 

  

②北海道部活動サポーターバンク制度の紹介と登録 

 ジュニア育成事業の一環として部活動サポーター登録を紹介し登録をして貰った 

   北海道ボウリング場協会登録者名 パシフィックボウル         竹内 優 

 ディノスボウル苫小牧        片野 巧  ・石垣 雄太 

高砂台ボウリングクラブ       吉川 和良・大久保 勇 

苫小牧中央ボウル          後藤 智子・中村 裕信 
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                   釧路パレスボウル         蟹江 法生・小山内章悟          

                       綜合レジャーサンコーボウル   荒木 浩一 

                               以上 １０名の登録 

 

③木育マイスターの活動に協力 

 木育マイスターとは、北海道水産林務部森林環境局 委託業者 

 「木とふれあい、木に学び、木と生きる」の理念を踏まえながら木育の考え方や具体的な活動が道

民の間に広がるよう努め、今後木育を普及させて行くため、木育活動の立案や指導、アドバイスや

コーディネートが出来る人材。研修日程を全て修了すると、木育マイスターとして北海道に認定・

登録される 

 北海道ボウリング場協会として、廃ピンの提供をする事で協力 

 道・協会・コカ・コーラで三者提供を結び 

 センターの廃ピンを出す。北場協の廃ピンの集積センター 道東地区 釧路パレスボウル 

                            道央地区 千歳フジボウル 

                            道北地区 高砂台ボウリングクラブ 

 ピンの使用にあたっては 

北海道コカ・コーラより⇒ボウリング場に連絡⇒木育マイスターがボウリング場にピンを取りに来る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


